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道路の整備計画

④道路機能を保全するための維持管理の充実

　橋梁の点検・補修をこまめに行い、橋
梁の長寿命化を図っていく事により、こ
れまで通り安心して通行できる橋梁を維
持します。

　橋梁の点検・補修をこまめに行い、橋
梁の長寿命化を図っていく事により、こ
れまで通り安心して通行できる橋梁を維
持します。

　建設から 50 年以上経過した橋梁につ
いては、損傷・劣化が進み、車両の通行
に支障が出る事が懸念されます。

　建設から 50 年以上経過した橋梁につ
いては、損傷・劣化が進み、車両の通行
に支障が出る事が懸念されます。

　道路利用者の安全な通行および道路ネットワークの信頼性を確保するために、落石や雪崩
などのおそれのある危険箇所の対策工事を実施し、災害や雪に強く安全に安心して通れる道
路づくりを進めます。また、冬期間でも安全かつ円滑に通行できるよう、路肩の広い道路の
整備を進めます。

④道路機能を保全するための維持管理の充実③雪や災害に強い道路づくりの推進

　斜面の落石対策・雪崩防護柵の設置等
の対策を実施することで、落石・雪崩に
より道路が通行止めになる事態を防ぎます。

　斜面の落石対策・雪崩防護柵の設置等
の対策を実施することで、落石・雪崩に
より道路が通行止めになる事態を防ぎます。

　中山間地帯の道路では山側からの落石
や冬期の雪崩により道路が通行止めとな
る危険があります。 　

整備前整備前 整備後整備後 点検・補修点検・補修整備前整備前

　橋梁は安全・安心な道路ネットワークを構築する重要な要素であり、計画的に健全化に向け
た対策を講じて、道路ネットワーク機能を確保する必要があります。今後多くの橋梁が更新時
期を迎えますが、限られた予算の中で補修と更新を実施するためには、橋梁を長寿命化して更
新時期を計画的に行う必要があります。
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  前年度比増

指標：県管理道路の橋梁長寿命化率※

※県管理道路の橋梁長寿命化率とは以下の比率のことを指します。

指標の達成状況

98.8%

県管理道路の橋梁数－補修等の長寿命化対策が必要な橋梁数
県管理道路の橋梁数

県管理道路の
橋梁長寿命化率

＝

目標値
（Ｈ２６年度設定）

　堆雪帯が無い区間では、雪により道路
幅員が狭くなり、車両のすれ違いや歩行
者の通行の支障となってしまいます。　

　冬期間でも安全かつ円滑な通行ができ
るよう、堆雪帯を整備します。　
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